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ボーリング柱状図
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99.21 0.45 1.00
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97.41 1.80 2.80

ロ－ム

96.31 1.10 3.90

軽石
(Pm)

95.86 0.45 4.35

ロ－ム

89.86 6.00 10.35

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)
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密
な

大谷石が破砕された土砂状の盛土
。

腐植質である。粘性は低位。

含水量・粘性は中位である。

φ2～5mm程度の多孔質の粒子。
含水量は高位。

比較的含水量は高位。粘土質であ
る。

φ2～60mm程度の円礫が主体であ
る。
礫間は粘土混じり粗砂で充填され
る。
7m以深は粘土分がやや多い。
7.7～8mは掘削水が逸水する。
8.6～8.8mはφ200mmの玉石が混
入する。
9.5～9.9mは粗砂分が多い。
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